
発生件数  １１，２４１件（－４３５件） 

死 者 数       ６１人（ ＋１１人） 

負傷者数  １４，２８５人（－５６５人） 

飲酒事故      ５２件（ －１３件） 

【発生件数】 

 〇 発生件数は１１，２４１件（－４３５件）で微減 

○ 高齢者関連事故は３，８７７件（－２１３件）で減少 

○ １当高齢運転者の交通事故は２，８５４件（－９３件）で微減 

○ 歩行者関連事故は１，４９７件（＋１２１件）で約１割増加 

○ こども関連事故は３９８件（－１９件）で微減 

【死者数】 

 ○ 死者数は、６１人（＋１１人）で約２割増加 

○ 筑豊地区が９人（＋４人）と８割増加、北九州地区が１７人（＋７人）と７割増加 

○ 筑後地区が５人（－８人）と約６割減少 

○ 高齢者の死者数は３０人（＋２人）で全死者数の約５割を占め、うち７５歳以上 

（後期高齢者）が２０人（＋３人）と高齢者の約７割を占める 

〇 １当高齢運転者による死者数は１６人（＋４人）で約３割増加 

〇 飲酒運転事故死者数は１人（＋１人）で増加 

〇 歩行中死者数は２０人（－３人）で全死者数の約３割を占める 

〇 自転車乗用中死者数は１０人（＋４人）で約７割増加 

【飲酒運転事故関係】 

 〇 発生件数は５２件（－１３件）と２割減少 

○ 筑豊地区が８件（±０件）と横ばい、筑後地区が５件（＋１件）と約３割増加 

○ 酒気帯び０．２５mg／L以上が３５件（－１１件）と最多 

○ ６～８時が１０件（－４件）と最多 

〇 令和８年７月２１日に施行された道路交通法改正による酒酔い運転の発生は１件 

【自転車関連事故】 

○ 自転車関連事故は１，５９６件（－１５６件）と約１割減少 

○ 福岡地区が９９２件（－７７件）で約６割を占める 

  ○ 交差点が１，００６件（－１３３件）で約６割を占める 

  ○ １０歳代が４９０件（－７１件）で約３割を占める 

  ○ 飲酒運転の自転車（第１当事者・第２当事者）の事故は４件（－４件）と５割減少 

  ○ ヘルメット着用率は、中学生が３５．９％と高く、成人等が１２．８％と低い 

注１（ ）の数値は、前年同期比 

注２ 飲酒運転事故は、一般原付以上の運転者（第１当事者）が飲酒していた交通事故 


